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四国電力株式会社穴内川発電所納

13′500kW斜涜ポンプ水車運転開始

本格的な揚水発電所用として計画されたわが国最初の斜流ポンプ

水車が運転を開始した｡木枕は昭和35年8月以降四国電力株式会

社と共同研究を重ね,性能試験,実揚程試験,完全矧生試験,起動

トルク測定,ランナ外周間げき試験,ラソナベーソ操作力測定など

多くの性能,構造,制御面にわたる総合的な研究結果をまとめて完

成したものである｡

昭和39年5月26日水車試験運転,同6月6日ポンプ試験運転が

開始され,水車は落差51m,出力10,000kW,ポンプは揚程56m,

揚水量13.8m8/s,入力10,000kWまでの官庁試験を終了して,現在

営業運転にはいっている｡本発電所は変落差が大きいので,同10月

最高落差において再度官庁試験が実施された｡

水

水車出力

有効落差

最大水量

回 転 数

比 速 度

形 式

台 数

1.仕

草

13,500kW

69.5/-29m

22.Om8/s

360rpm

222(m/kW)

VDR11RS

l台

様

ボ ン

軸 入 力

総 揚 程

最大揚水量

回 転 数

比 速 度

吸 出 高

フ

10,710kW

75～33m

13.4m3/s

360rp皿

437(m-m3/皿in)

-51n

2.特 長

(1)本発電所の水車落差変動範囲は69.5～29m,ポンプ揚程変

動範囲は75～33mと非常に大きく変化するので,カプラソ水車

と同様な可動翼の平坦な効率特性の特長が有効に活動できる｡

(2)穴内川,国分川水系の年間発生電力量と穴内川発電所建設

費を総合した電子計算機による経済比較計算の結果,回転数は

360rpmと水車専用棟程度に高く決定された｡また可動実の特性

を利用して,揚水量を制限し,吸出高は【5mと掘さく量を極力

少なくするように選定された｡水車にとって非常に過酷な仕様と

なっている｡

(3)ポンプ起動時にはランナベーソがはとんど全閉できるの

で,圧縮空気による水面押下を行なわずに水中でポンプ起動でき

る｡揚水開始時には入口弁を開いたままでガイドべ-ンとランナ

べ-ソを同時に開いていくガイドべ-ン起動方式が採用されて

いる｡

(4)ランナべ-ソとガイドべ-ソを同時に制御することによっ

て,揚程一定で,ポンプ効率をあまり低下させないで揚水量を変

化させることができる｡

(5)制御面では,水車高能率運転,ポンプ高能率運転,揚水量

一定運転,吸出高による最大揚水量運転など可動翼ポンプ水車の

特長が十分発揮できるような制御方式が採用されている｡

(6)ランナベーソ外周間げきを監視するため,ランナ外筒には

ランナ外周間げき測定装置,保護装置が,主軸部には主軸変位測

定装置が設けられている｡

3.試験運転状況

運転状況は概略次のようである｡

3.1水 車

(1)運転範囲 HP=69,5～29皿

(2)運転状況 以前より営業運転にはいっている新大倉発電所

第1図13,500kW斜流ポンプ水車のランナ

納5,500kW斜流水車や新日向川発電所納15,500kW斜流水申と

同様に,良好な運転を示している｡

3.2 ポ ン プ

(1)逆転抱卵 HP=72～33m

(2)運転状況

(a)起 動 入口升全開状態で,圧縮空気による水面押下げ

を行なわず水中でランナベーソを全閉にして,発電電動枚に半電

圧を作用させて締臥こ起動する｡速度上昇,全電圧印加,並列,励

磁と順調に動作する｡並列までのポンプ起動時間は1･5分と水

面押下げを行なう場合に比較して非常に短縮される｡ポンプ起動

トルクは模型水車よりの換算値とほとんど合っていることが確か

められた｡

(b)揚水開始 ランナべ-ソを小閑してからランナべ-ソと

ガイドべ-ソをON-CAMの関係に保ちながら同時に開いてい

く,ガイドべ-ン起動方式で静かに揚水開始する｡

(c)常時運転 最高より最低にいたる変揚程の間を通じてす

でに揚水運転も行なわれている｡なお模型水車試作研究によって

ポンプQ-H曲線の不安定領域が除去されたものであるため,

その領域を通過する時の運転状況も悪くならないことが確かめら

れた｡

(d)入力遮断,ポンプトリップ,停止 それぞれ試験された

が圧力低【‾Fなどの異常現象は発生せず順調であった｡

ポンプ起動時間が1.5分と短いので,フランシス形ポンプ水車に

比較して,発電,揚水への切換えが容易に短時間で行なえる｡夜間

ほもちろん,昼休みなど余剰電力の発生したときにポンプ運転する

ことができる｡この特長を利用して,電力系統や水系を経済的に運

営するのに有効であり,今後この機種の発展が期待される｡
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日本国有鉄道納

電鉄用4′000kWシリコン整流器

国鉄東北本線の輸送力増強用として,電鉄用としてはわが国最大

容量の4,000kWシリコン整流器が完成し,間々田･久喜両変電所

に納入された｡

シリコン整流器の単器容量を増すことは,変電所建設費のうえで

非常に有利と考えられるが,そのた捌こ各設備に種々の問題が生じ

てくる｡たとえば シリコン整流器では並列素子間の電流不平衡,

接続導体構造,保守上 輸送上の問題などである｡その他黎流器用

変圧器は問題は少ないとしても,直流高速度遮断器は遮断電流(限

流値)と遮断時間をおさえねばならないので,技術的にほ一番難問

とされる｡これらの問題に対し鋭意研究の結果4,000kW単器容量

が可能となった｡

シリコン整流清算の三相ブリッジ結線では,従来の整流素子DJ15L

(200A,1,000V)で構成すると,3,000kW･6Sx12Px6A,432

個,4,000kW･6Sx16Px6A,576個となるが,新鋭の標準素子

DJ16M(280A,1,300V)を採用することによって,4,000kW･5S

X12Px6A,360個となり,従来の3,000kWより減少することが

でき,素子構成上の問題は一解こ解決することができた｡また素子

接続はストリング･メッシュ法i･こより分圧器を120組に収めた｡し

たがって,据付寸法は従来の3,000kW以内に収めることが可能と

なり,さらに外周をカバー方式としたため,旧扉形3,000kW･横

3,100,高さ2,300,奥行1,100mmに対しも000kW･横3,000,高さ

2,300,奥行1,000mmと縮小できた｡今回はいずれも既設3,000kW

水銀整流器を移設した後に据え付けられるため,据付,搬入に条件

付となり,シリコン整流器を三分割して,現地で容易に組み立てら

れる構造とした｡

直流高速度遮断器は,日本円有鉄道規格で3,000kWシリコン整

流器短絡時の電流15kA以上,継続時間100ms以上に対して定格

電流3,000A,3×106A/S回路条件で推定短格電探50kAで遮断

電流25kA以下,これに対して4,000kWシリコン整流器では,整

流器の短絡電流20kA以上,継続時問100ms以上に対し,遮断器

ほ定格電流4,000Aでその他同じ条件のため,遮断時間をおさえる

に苦心があったが,性能■を十分発揮することができた｡

次にシリコン整流旨旨の外観とスタック部カバーをほずした写真お

よびスタックの写真を紹介する｡

第2図 ス タ ッ グ

仕様ほ次のとおりである｡

形 式..…

定 格 出 力.‥.

定 格 電 圧.....

定 格 電 流…‥

….FE【6B

……‥4,000kW

.….1,500V

….…‖…2,667A

定 格‥‥‥E種(100%連続,120%2時間,300%1分間)

結 線…

亜 量.‥

丘;爵

….三相ブリッジ

…3,000kg

攣.麿

第1図 4,000kWシリコン整流器

第3図 表面カバーをほずしたシリコン整流器

一120一
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軽工業用普及形SCR素子

昨今,SCR素子の需要は急激に増加した｡電力用の大容量素子は

250A,1,000V以上に進む傾向であるが,一方軽工業用小容量低電

圧のSCR素子ほ低価格化へと向っている｡ここに軽工業にて要求

される定格温度,ヒートサイクル,寿命などを,十分満足した信転度

の高い低肺格素子を多量生産することが必要となった｡日立製作所

は現在までの製作技術を綿群に分析し,品質を低下させることなく

低価格にする努力を口夜続けてきたが,拡散技術の向上,表面処理

の進歩,接着技術の向上,気密封入法の確立など量産基礎技術に加

えて,量産設備を整備し低価格化に成功した｡

日■i‡CTO2,03形シリコン制御整流素子は,小形電動株制御,

調光装羅をはじめ静止スイッチ,小容量空気炉温度調整など,各種

軽工業用制御装置に適するもので,この素子のおもな特長としては

次のノ､■､くがあげられる｡

(1)ハーメチックシールは小形ではあるが,十分絶縁耐力とヘ

リウム試験に堪える気密性を有し,熱的および機械肘にも

きわめて堅ろうである｡

(2)各種性能試験が厳密に行なわれているので高い信煩虔が

ある｡

定格表を下記に示す｡またその外観は弟1図のとおりである｡第

2図には順特性,弟3図にはゲート点弧特性,弟4図には許容順電

流と周囲温度の関係を示す｡

第1衷 CT O2,CT O3の定格表

第1図

軽工業用普及形

SCR素子

形 式

定格せん豆氏迎耐電圧(Ⅴ)

址栴Jl担犯せ′ん乱世耐電口三(Ⅴ)

延 納 帖 阻 止 屯 圧

忘三格 平 均 旧 電 流

(Ⅴ)

(A)

定 格 瞬 時過 電 流(A)

定格せん頚ゲート屯托

定格せん頭ゲート入力

定格平均ゲーー

動

促

作

一汗

温

温

ト入力

度

度

(Ⅴ)

(W)

(W)

(℃)

(℃)

最 大 締 付ト ルク (kg▼Cm)

最 大 恨 屯
′旺
降 下(Ⅴ)

CTO2AiCTO2B L CTO2C CTO2D CTO2E

50

75

50

100

150

100

200

300

200

300

400

300

5 (半波電流,180度通流)

80

順方向10V 逆方向5V

400

500

400

0.5

ー20～＋100

ー20′～＋100

20

1.6(71=25℃,ゎー=16A)

般欠点弧ゲート電圧(Voc)

殺大山孤ゲート電流(mAt)C)

最小点弧ゲート電圧 (VDC)

接合ベース勲間抵抗(℃/W)

1.5(れ=25℃,順方向印加電圧6V)

30 (71=25℃,順方向印加電圧6V)

0.2(了1=100℃,順方向印加電圧6V)

CTO2はスタッド形
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第2図 順 特 性

仝素子がA弓瓜する拉′卜■に流

-200c

†250c
ー20bc

lモ素J一れ㌧1t弧-√る
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2.0

20 40

ナート心右己(A)
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第4図 許 容 順 電 流

(Jl仁波電流180度通流)
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ビ レ ット 誘 導 加 熱 装 置

金属の誘導加熱は燃焼式加熱方法と異なり,加熱物自体で電気的

に発熱するた軌もっともすぐれた加熱装置として,圧延,押出,鍛

造などの熱加工のた捌こ利用されるようになってきた｡このたび

銅,黄銅ビレットの押出し加工のため,押出機と絶ぇ合わせて使用

する商用周波数の電源を用いたビレット誘導加熱装置(ビレットヒ

ータ)を完成したので紹介する｡

1.特 長

温度制御が正確にでき,製品の品質改善ができる｡

急速加熱のため,スケールの発生を最小にできる｡

熱加工椀と組み合わせて使用でき,合理的な流れ作業がで

きる｡

炉の予熱を必要とせず,炉の起動,停1上が容易である｡

運転操作が簡単であり,作業人員を減少できる｡

悪質な凰 ガスの発生がなく,作業環境を改善できる｡

消耗瓢甘-がはとんどなく,保守カミ容易であるゥ

鞠蔽萎鍵由ぎ
蜘晦

第1図 工場組み合わせ中のビレットヒ一夕

2.仕

形 式.…

定 格 入 力.…

被 加 熱 物.…

被加熱物寸法‥.り

加 熱 温 度…‥‥

処 理 台巨 力…

様

….LH-3
2×800kW,3,300V,60c/s,3相

‥.‥黄銅および銅ビレット

….212¢×750L,176¢×750L

…黄銅最高800℃,錮
最高900℃

黄銅45本/h212¢×750Lビレット

銅 36本/h212¢×750Lビレット

ヒし･ノトl二しクク

tトラ‾コ､ニノ＼十､＼
ビし･ノト7∴ノン十＼､

シ∴:ンダ＼

加熱コいL 工17シ=ンク
二し
′卜搬】L日英耶

排水1I

捌こ‖レ≡二三三
ノ/

l ロ

l 感‾聯鮎出EⅡⅩⅩⅩlや

l 給1い:】 ll

!ヒレ■ノト怒琶
l

一 名,260-

i■違鯛＼†＼別業罠
;酢勅斤】

lモータ

+!

l

__I

第2図 ビレットヒータ枚械設備

3.機 械 設 備

棟械設備を第2図に示す｡ビレットヒータの加熱コイルは特殊断

面形状の成形銅を巻いたもので,その内周には熱絶縁のため耐火セ

メントが塗布されている｡加熱されたビレットは,コイル内のスキ

ッド/ミー上をすべって,送入または搬出される｡コイルは水冷式で,

バイメタル,液流開閉器により,コイルの過熱から保護される｡こ

3,300V60%3¢

｢A‾蒜芸Ⅴ･400Av
19H171†WHrFA

!コンビネ‾

2〉(CT

L7 ヒ竺竺j･三甲!ニ三甲竺---ト忘
｢･･ 力率凋燈Jロコンテ､ンサ

!/カ/1.3組×(20×50kVAl¢c)

竺丑3'300Vビご?トヒ_,
60〔三3¢

㌫訪 3xl,050kVAl¢T

l

崩L戯
L

3,300V/145､71V

(17タソ7つ

熟電対: r

+

制御アスク

第3図 ビレットヒータ主回路結線図(1台分)

のコイルほ2種類あり,容易に交換できる構造である｡

ビレットの指克虔管熟まクロメルーアルメル熱電対で行なわれ,こ

の操作は圧縮空気を用いたエアシリンダで行なわれる｡

加熱コイルへのビレットの送入搬出は圧締空気によるエアシリン

ダ,ローラコンベヤで自動的に行なわれ,その機構はストッカより

ヒータヘビレットを送り出すビレットプッシヤ,2台のヒータにビ

レットをふF)わけるセレクタ,加熱されたビレットを押出機に送り

込む電動棟駆動のローラコンベヤなどからなる｡

4.電 気 設 備

主回路結線図を弟3図に示す｡変圧器はビレットヒータと同じわ

く内におさめ,据付面積の縮小,保ノニ〕三の容易化をはかった｡変圧器

の一次コイルはH種絶縁で強制風冷式とし,二次コイルは大電流の

ため銅管コイルを使用し,水冷式とした｡なお一次コイルには入力

制御により処理能力が変更できるよう,145V～71Vの17タップを

設けた｡加熱コイル自体は力率が悪いため,変圧器の容量は無効電

力が供給できる容量とし,変圧器の一次側にほ,電源力率を改善す

るため,並列にコンデンサをそう入した｡

制御は制御デスクで行ない,その盤面上には,電力計,電流計,

温度調節計などの計器,エアシリンダ,ローラコンベヤなどの開閉

器,故障表示器などの運転に必要な器具を設けた｡電源の開閉は,

高圧電磁接触器,限流ヒューズからなるコンビネーションスタータ

で行なう｡

5.動 作

2台のビレットヒータの運転はすべて押出機と連動で行なわれ,

その道転動作は自動的に下記のようになされる｡

(1)押出機からの搬出指令があれば,ビレットが加熱完了した

ときに自動的に熱唱対がはずれ,搬出され,同時につぎに

焼くべきビレットがコイル内に送り込まれる｡

(2)加熱されたビレットがヒータから送り出されると,熱電対

は自動的に戻り,加熱開始される｡

(3)ビレット加熱中,つぎのビレットが,プッシヤ,ローラコ

ンペヤ,セレクタを経て,ヒータ上に乗せられる｡

(4)この繰り返しにより,2台のヒータは交互にビレットを加

熱して送り出す｡ヒータ2台で同時に加熱完了したときは

一方が優先的に搬出される｡

(5)ビレットの加熱が完了しても,押出機から搬出指令がこな

いときは,加熱コイル内で,自動的に保温される｡
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日立リバースサーキュレーションドリル

西ドイツザルソギックー社とのリバースサーキュレーションドリ

ル(PS150,SW200,S300の3形式)についての技術提携は,今

年6月正式に認可された｡これにより目立は今後10年間,日本,

沖組,台湾,南鮮,北鮮の各地域で本機の独占的製作,販売権を得

ることとなった｡

木機は1959年ベェネズェラ,マラカイボ湖上にこおける世界長長

の橋の橋脚基礎孔の掘削に初めて利用されて以来,その画期的な旋

工法が一躍世界の注目の的となった｡日本でほ国鉄新幹線,羽田モ

ノレール線,高速道路の建設をはじめ各種の基礎工弔に本機が使用

されて好評を得ており,今後さらに各方面に使用されることが期待

されている｡

本機の特長ほ下記のとおりである｡

(1)特殊な回転掘削鄭こより連続的に高能率な掘削ができる｡

(2)静水圧で掘肖帽L壁面の崩壊を防いで掘削するので,ほとん

(3)

(4)

どの地質にケーシングを必要としない｡

無騒音で掘削できるので,市街地の施工に適している｡

水を利用して掘肖りし,掘削機構の回転部が本体と切離しで

きるので,船に搭載して,か-‡1去⊆礎孔の掘削にきわめて便

利であり,深度の変化,波の影響を受けることがない｡

(5)トラックまたはトレーラ上に搭載されているので,移動が

迅速容易である｡

本機の用途ほ広範閃で,建設一般,海峡横断道路,港湾土木,埋

‾i‡工事,橋脚などの基礎孔ならびに水源,石油用の井戸などの掘削

において,

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

大孔径の基礎杭工事

深い孔の掘削

水上または軟弱地盤上の工事

崩壊性土質の工事

市街地での工事

第1図 PS150リバースサーキュレーショソドリル
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第2囲 サーキュレーションドリル械構図

などの場合には特にその偉力を発揮する｡

本機は一般にトレーラ,トラックシャシーまたは船上に搭載され

動力としてディーゼルエンジンを持ち,3胴ウインチを装備してい

る(パーカッション用,メイソホイスト用,グラブバケット用)｡ま

た後一掛こはセントリフユーガルボンプとバキュームポンプがある｡

申体前部にテレスコープタイプのマストがあり,前部‾F面に出し入

れできるロータリテーブルがある｡ロータリテーブルにより回転ロ

ッドを回転させる｡このロッドには中空の掘削具が取り付けられ,

その中を掘削物が水とともにポンプにより吸い上げられ,外部に排

出される｡掘削･-い玉石などにぷつかった場合は掘削具をオレンジピ

ール/ミナットに取り換え玉石などを掴み上げることができる｡

また岩石,岩盤が出た場合は掘削具をパーカッショソビットに取

りかえ,これを破砕することができる｡

ロータリテーブルの回転は油圧ポンプ,油圧モータにより行なわ

れ,ロータリテーブルが単独に本体とはなして使用できるので,特

に船の上での掘削には最適である｡

第1表 各種リバースサーキュレーションドリルの

おもな仕様および特長

PS150

SW200

S300

200

200

300

1.5

1.5

1,5

考

56

56

56

150

150

200

付

無

この機種が日本に輸入
されたものでは一番多
く,パーカッション装
琵がついているので披
い地盤でも掘れる､ノ

PS150 とほとんど同

じ｡ただしパーカッシ

ョソ装ん竺がない｡

血壬

ドリルパイプ内径が大

きいので比校的大きな

石も吸い上レデられる｡
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速度検出機内蔵形日立ICモートル

各種産業に無段速度制御運転方式が広く要求され,種々の可変速

電動機が使用されている｡なかでも,交流電源で簡単に無段変速運

転のできる渦流形電磁接手(以下ICという)と組み合わせた電動枚が

多く使用されている｡口立製作所に二凱､ても,ICモートルの商品名

で多数納人しノているが,さらに,保守の容易な速度検出傲内蔵形IC

モートルを製作し,好評を得ているのでここに紹介する｡

】.構 造

ICモートルほ,駆動田モートル,IC,速度検出用発電枚(以下P

Gという)より構成されておF),駆動用モートルは2相かご形誘導

電動機,PGほ高桁蛙発電機を用いている｡

今駆動用モート′レを運転し,ICの制御電流を調整すると,出力軸

に広範囲の無段変速が得られ,これをPGによって検出し,自動制

御装置と親友合わせて,高節度の運転が続けられる｡一紗こPGほ

出力軸よりベルト駆動され 出力軸の回転数を電圧その他の形で検

出する方式をとっているが,ここに紹介するICモートルは舞2図

に示すようiこPGを出力帆こ而接収～)付け,ICモートルに内蔵した

構造である｡その外視を第】図に示す｡

2.仕 様

PG仰鼠形ICモート′Lの標準仕様を第l表にiJミす｡

制御方式ほ磁気榊酎:壬力式を標準としており,速度変動率は3～

4%の精度を出すことができ,安)如こより,さらに精度の高いSCR

制御方式もとることができる〔

第1図 PG内接形口立IC-1ニートル
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3.特 長

PG内蔵形ICモートルほ,次のような多くの特長をもっている(,

(a)PGは高精度の高周波交流発電機を用いているので,低速

度まで,安定した速度制御ができる｡

(b)出力軸に直接取り付けられているので,検出誤差がなくな

り,回転数の制御精度が向上した｡

(c)ICモートル内にPGを組み込み,また駆動用モートルの

新形化をはかったので,外形寸法も小さくなった｡

(d)PG駆動用ベルトがなくなり,この調整保守が不要にな

った｡

(e)交流形PGを採用しているので,直流形PGのような整流

子や刷子がなく,この点も保守の必要がなくなった｡

(f)高精度の磁気増幅器制御装置と組み合わせて運転されるの

で,寿命が長く信板性が高い｡

第1蓑 標 準 仕 様

駆 動 用

容
几

.毎し

電 源

放志方式

回転子方式

睡 数

-モ
ー ト ル

0.4～22kW

200V 50/60c/s

開放防滴形(YEFOU)

ま東二は

全閉外扇形(YTFO)

かご形(K,KK)

極

I C

形 式

回 転 数
調薬範閃

定 格

P

形 式

開放形消電流式

(SO-ES)

50c/s120～1,200rpm
60c/s150～1,500rpm

連 続 淀 格

G

全 閉 交 流 形

4.適 用

従来の方式では,油沫のかかるじんあいや,湿度塵挨の多い場所

で運転される場合にほ,ベルトの滑りが生じたり,PGの保護も考

えねばならなかったが,PG内蔵形ICモートルはこれらの問題点

をもっていないので,一般用途のはかに,さらに次のような種々の

用途にも適用できる｡

(1)床下や枚機内に組み込まれ,油抹や水沫のかかるような場

所

(2)高所など保守の比較的困難な場所

(3)じんあいの比較的多い場所

このほか,立形フランジ取付けや,機械と一体として組み込む場

合も,本機の構造が適用できるので,その応用分野は非常に広いと

いえる｡
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第2図 PG 内 蔵形 日 立ICモ ート ル構造図
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内圧防爆形日立モートルとその保護装置

このたび日立製作所では,灘砥部株式会社納,内圧防爆形モート

ルとその保護装置を完成した｡

本機は,外国向製薬プラントの握拝楼に使用されるもので,モー

トルは撹排槽の頭書附こ設置され,常時水素ガスの発生する爆発危険

場所にあるため,日本工業規格JISCO903電気機器の一般用防爆

構造通則による内圧防爆構造となっている｡

内圧防爆構造とは,運転開始前に容器内部に侵入した爆発性ガス

を駆逐するとともに運転中,所定の内圧を保持し,矧卦こ存在する

爆発性ガスが,内部に侵入しないような構造にするものである｡

本枚は,舞3図に示すようにモートル,通風装瞑,保護装琵から

構成され,機能の概略ほ次のとおりである｡

(1)モートルの運転開始前にコンプレヅサを起動運転し,安全

な場所より新鮮な空気を取り入れ,通風管およぴモートル

内の爆発性ガスを排除する｡

(2)規定の風量で,ある一定の時間(約15秒)娼婦し,かつlノ+

圧が規定の100m皿Aq以上あることを,圧力開閉器および

タイムリレーで自動的iこ確認して,モートルを起動させるし〕

■ト噺≡
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三‾‾-

第1図 灘f法卿株式会社納l勺圧防爆形

モートル0.75kWVTFOXX-K 4P

第2図 灘攻榔株式会社納内圧防爆形

モートル用保誠装置のリ レーボックス

(3)内圧が1()OmmAq以上にならないと,モートルは起動で

きないようになっているので,通風管の排気側にバルブを

設け,l勺虻を調∃琵できるようにしてある｡

(4)モートルの運転中ほ所定の内rEがあることな,托ノノーiH閉器

が【ヱ享三こ脱している｡

(5)モートルの運転中に,コンプレッサの机上,通風管の破損

などの軋扱が発生し,内圧が50mmAq以下になった場合

は,モートルの運転を停止し,非常ベルを鳴らして中二放で

あることを知らせる｡

以上のように,本機ほ,非′7一千に安全度が高く,爆発二詳細3絨のガ

ス(■水兵,7セナレン,二硫化炭素など)を対象とする防爆モートル

として,石川l化t､ユ′:工業心よび各種化学-1二業の発桓きとともに,今後の

需要が人いに捌待さjLる｡
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新形8段積日立コントロールセンタ

最近では一般産業用として,低圧電動機群の制御装

置にコソトロールセンタが一般的に採用されるように

なった｡ユーザーからの"より安く,より短い納期で”

の要望に応え,制御器具の小形化に伴い新たな観点よ

りいろいろな改良を加え,新形8段積コントロールセ

ンタを開発した｡

以下にその特長,寸法,構造,納入実績などについ

て概要を説明する｡

1.特 長

(1)小形軽量で据え付けの面積が小さい｡

電動機出力200V-7.5kWまで適用できるユニッ

畠
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トを8段横とした｡

(2)仕様変更が容易でユニットに互換性がある｡

納入後の仕様変更でも扉,ユニットを交換することにより適用

電動機が変えられる｡また同一寸法のものほ簡単に差し香えで

きる｡

(3)広範囲な標準仕様｡

酉己線用遮断器と電磁開閉器の避1合わせにより,200Vで55kW

までの可逆および非可逆シリーズの適用範囲をもっている｡また

人-△,起動補償器を用いる減電圧起動も可能である｡

(4)ユニットの電源,負荷側ともプラグイン方式を採用してい

るので保守点検が容易である｡

2.構 造

弟l図は標準的なコントロールセンタの正面図である｡第2図ほ

コントロールモニタユニットを示す｡ユニットケースの左肩にキャ

ビネットに固定用のラッチ枚構,右にはプラグイソ端子,右下取手

のすぐ左には抽出の際に中途停止させることのできる機構がある｡

裏面カバーをはずすと,母線部,外部端子群があi),ユニットへの

電源引き込みは,垂直母線からソケットにより受電し,ユニットケ

ースを貫通して表面の配線用遮断器に接続されている｡

l
イ

⊂〕 [□

240

240

240

480

720

U

l

†30
520

lll
lll
11-

520

30

ユ

ツ

ト

数

引

出

少雨

子

寸法(m一口)

A B C D

2,300誌慧
8 下 120 1,920 261) 2,300

2,300誌慧
8 上 260 l,920 120 2,300

1,900話芸
6 下 120 l,440 340 1,900

1,900誌慧
6
_L
340 1,440 12く)1,900

第3図 コントロールセンター標準寸法

第1図 日立コ ソト ロ
ールセ ンタ

3.寸 法

外形寸法ほ弟3図に示すとおりで,2,300mmの片面形を標準と

している｡要求により,両面形も製作できる｡

4.納 入 先

東洋パルプ株式会社

大協石油株式会社

日産l二1動車株式会社

住友セメント株式会社

日本ビニロン株式会社(製作中)

サッポロビール株式会社(製rF中)

第2図 コントロールセソタユニット
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日 立 丁 形 オ イ ル ポ ン プ

R立化成工業株式会社では,従来から自動申エソジソ潤滑用オイ

ルポンプ部品として,｢ニッカロイ+の商品名で焼結トロコイドギヤ

を大量に生産してきた｡今回この焼結トロコイドギヤを用い,油圧

駆動用,強制潤滑用,油の圧送用の各種の超小形オイルポンプ組立

瓢冒1を開発した｡それを｢日立丁形オイルポンプ+の商品名で販売

し,日立製作所川崎工場のフライス盤油忙駆動用をはじめ,一般市

場の各種機械に採用されている｡

この日青丁形オイルポンプの標準形仕様,特長および用途につい

て概要を紹介する｡

標 準 形 仕 様

第1～2表および第3表はそれぞれ,汎用,電動式および可逆式日

竜丁形オイルポンプの仕様をホす｡第1図は各形式ポンプの外観写

真である｡また策2図は一例としてHB-1030の性能曲線を示す｡

お も な 特 長

(1)トロコイド歯形をもつ内接歯車であるので,構造的に同容

量の他形式のポンプに比べ小形である｡

(2)同一寸法のギヤポンプに比べ,1回転当たりの吐出量が大

きい｡

(3)トロコイド歯の内接かみ合いによるため,閉じ込みがなく,

脈動がほとんどない｡

(4)サクションヘッドがギヤポンプより高く,吸入力が強い｡

蓑l第 汎用丁形オイルポンプ仕様

形 式

HA-0510

HA-0515

HB-1010

HB-1020

HB-1030

HC-1020

HC-1027

HD-1023

HD-1030

HD-1035

基準吐川虫
1,000rpm

(りmin)

許 容 上E 力
(kg/cm2)

ハU

八U

O

2

2

2

声呼び径卜旨考
()内圧力

は油圧用

右から HA-05M形 HB-2010V形

HA-0510形 HA-0516R形

第1図 日立丁形オイルポソプ製品例

(5)トロコイドギヤは,焼結品(ニッカロイ)を用いているので

焼付を生じない｡

(6)金型で成形したトロコイドギヤのかみ合いのため,騒音が

きわめて少ない｡

お も な 用 途

工作機械,冷凍機,内燃機などの回転機構部の強制潤滑用

工作機械,各種産業機械などの油圧駆動用

暖房機,内燃機などの燃料油圧送用

第2蓑 電動式丁形オイルポソプ仕様

形

式】竿琵望デ
許 容 圧 力

(kg/cm2)

HA-0510M

HA-0515M

HB-1010M

fIB-1020M

HC-1020M

HC-1027M

HD-1030M

HD-1035M

呼 び 径
使用電動機

(kW)

1

1

4
4
7
5

75

5

5

第3表 可逆式丁形オイルポソプ仕様

形 式

HA-0508R

HA-0512R

HA-0516R

HB-0510R

HB-0520R

-127-

基準吐出量
1,000rpm

(りmin)

許容 圧 力

(kg/c皿2)
呼 び 径

㈹

90

鮒

0

0

3

2

10

0

〈芭

P

称

雇

クか

油 SAE30

油温 300c

モーター 0.75kW4P

0 5

吐出圧力(kg/々m2)

10

第2図 HB-1030形性能曲線
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ッ カ ロ イ

ニッカロイ焼系さi摩擦材料は,主成分とする教程の金成粉末と,こ

れに輝擦係数調矧衣分および摩擦係数安息 耐摩耗成分などの非金

属を添加況介し,加圧成形した後,加圧焼結を行なうと同時に鋼板

などの心金に弓虫岡iこ接薪させた粉末冶金独特の応用分野の熟吊であ

る〔木材料ほ以下述べるようなすぐれた性能を示すので,クラッチ

フェーシソグ､ブレーキライニソグなどの摩擦材料として,好成節

を上げ拝Rされている｡第1図はニッカロイの焼紺学務≦材料部l一冒tの

一例である｡

焼結摩擦材料の特長

焼結摩擦材料凧打=ま,従来広く用いられているアスベスト基,有

機基系などの摩擦材料部■糾こ比べ次の特長がある｡

(1)耐樺椛性,耐熱性,熱伝導性にすぐれ,機械浪度が大きく,

高速高荷市の使用条件に耐え,かつ円糾確実な操作が可能

である｡

(2)配介成分を容易に変えられるので,希望する倖擦係数が得

られる｡

ニッカロイ焼綺摩擦材料の特性

焼結摩擦材には乾式材料と油中で使用される湿式材料とがある

が,ニッカロイは市販の国産,外国品相当以上の材質特性を示すも

のが開発されている｡第1表および弟2表はニッカロイの一般機械

特性および摩擦特性を示し,第2図はすべり速度による摩擦矧生の

密化を,弟3図に高温における押付圧力による摩擦特性の変化を示

す｡

ニッカロイ焼結摩擦材料のすぐれている点は,次のようである｡

(1)位式における耐性椛性,耐久性,および高温摩擦特性がす

ぐれている｡
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W
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こ
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第1図 ニッカロイ焼結摩擦十川こほ川-の一例
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第2図 すべり速度による摩擦特性の変化
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(2)相下付を損傷させない｡

(3)湿式における樺擦係数が安定している｡

最近の輸送機関の高速化,重量化につれて,大馬力伝達用のクラ

ッチ仮,ブレーキ材料が要求され,また一方では,各種機械類のク

ラッチ系の小形軽量化が急速に進んでいる｡ニッカロイ焼結摩擦材

料はこれらの要求にこたえるすぐれた材料である〔

用 途

ニッカロイ焼結摩擦材料のおもな用途を第3表に示す｡

摩擦板は断面桁700cm2,外径500¢以下を標準とする｡設計上

それ以上の断面積を必要とする場合ほセグメント方式を採用するこ

とができる｡また,トルクを大きくするためには多板式で使用する

ことができる〔

第1蓑 ニッカロイ焼結摩擦材料の一般機械特性

特性
､

眉=椚

■

密 度(g/cm3)

香車 さ H托H

圧縮鼓さ(kg/cln2)

引張強さ(kg/cm2)

曲げ薪さ(kg/cm2)

lF
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第2表 ニッカロイ焼結摩擦材料の摩擦特性
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摘 要

i野蒜㌫
‡覧鮎荷醐
～定式,巾荷重用

乾式丁南面蚕
代表取材質__
i捉式,中東荷
車用

制定温性範囲:15～150℃

相手材FC20,澗耐油SAE♯30

第3蓑 ニッカロイ焼結謄擦材料のおもな用途

業 種

土木建築横根

船 舶

自動車,車両

電 機 関 係

有雇市機
種___選+艶___腰

巻 上 機 械

0.5

0.4

妄表

芸0･3
鞋

0.2
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使 用 品 名

メイ/クラッチ,ステアリングクラッチ,ブレーキライニソグ

クラッチ7ェーシソグ,クラッチプレ【キ

クラッチフェーシング,トルコン用クラッチ
デスクブレーキ,ブレーキライニング

電磁クラッチ,屯磁7Jレーキ

クラッチ,ブレーキ

クラッチ,ブレーキ
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第3図 高温摩擦摩耗特性(300～400℃)




